
「学習評価の基準・修了／卒業の認定」について

学則細則

（学習評価の実施）
第16条　試験による学習評価は、次により行なう。
　　　（１）平常試験は、平常の履習効果を評価するため、随時実施する。
　　　（２）期末試験は、各科目の学期の終了を評価するため実施する。
　　　（３）卒業試験は、修業期間を通じての総括評価として、最終年次、最終学期、期末試験を以って、
　　　　　　　 これにあてることができる。
　２　　次の各号の１つに該当する場合は、期末及び卒業の試験を受けることができない。
　　　（１）授業料等の学費滞納中の者。
　　　（２）実習記録及び指定された提出物などが未提出の者。
　　　（３）期間中の各教育科目の出席が学校で定める出席率未満の者。
（学習評価の基準）
第17条　学習評価の時期は、各学期末及び全科目修了を認定するときとする。
　２　　各学期末の学習評価は、平常試験、報告書及び期末試験を総合して評価する。
　３　　学習評価は、「５･４･３･２･１」の５段階で表わす。
　　　（１）５：特に成績優秀な者
　　　（２）４：成績良の者
　　　（３）３：成績普通の者
　　　（４）２：成績やや劣る者
　　　（５）１：成績特に劣り、不合格の者
　４　　評価は、次の基準による。
　　　●試験点数の評価
　　　（１）５： 90 ～ 100点
　　　（２）４： 75 ～　89点
　　　（３）３： 60 ～　74点
　　　（４）６０点未満の場合は再試験を行う。尚、再試験後の評価は試験規程による。
　　　●報告書の評価
　　　（１）５：非常に優れている
　　　（２）４：優れている
　　　（３）３：普　通
　　　（４）２：やや劣る
　　　（５）１：劣る（再提出の必要がある）
　５　　期末及び卒業試験の合格点は、各科目毎に 100点満点による60点以上とする。
　６　　追試験または再試験等の得点は、試験結果の90％を得点とみなす。
          但し、追試験に至った理由が止むを得ないものであると認めた場合は、この限りではない。
（追再試験の取扱）
第18条　追試験または再試験の手続、その他の事項は、次のとおりとする。
　　　（１）追試験または再試験を行なう日時、場所及び方法は学校が指定する。
　　　（２）追試験を受けようとする者は、欠席理由を明記した追試験願を事前に提出しなければならない。
　　　（３）追試験または再試験の願い出には、願書に追試験及び再試験１科目ごとに 2,000円を添えなければならない。
　　　（４）再試験については、特別な補講をもってこれにかえることができる。
　　　（５）病気その他やむを得ない理由により追試験または再試験を欠席する場合には、欠席理由を明記した追試験

  または再試験延期願を事前に提出しなければならない。この場合にあっては、追試験または再試験料は免除する。
（補講の取扱）
第19条　出席率が、別途定める基準に満たない者に対しては、その科目について願い出により補講を行なうことができる。
　２　　補講の手続、その他の事項は、次のとおりとする。
　　　（１）補講を行なう日時、場所及び方法は、学校が指定する。
　　　（２）補講の願い出は、願書に補講料１科目毎に１時限当り2,000円を添えなければならない。
　　　（３）国土交通省の定める自動車整備士養成課程における教育科目（専門科目）以外の科目

の補講については、特別な報告書をもってこれにかえることができる。
　　　（４）病気、その他やむを得ない理由により、補講を欠席する場合には、欠席理由を明記した補講延期願を提出し

  なければならない。但し、この場合、補講料は免除する。



（学習評価の通知）
第20条　期末及び卒業試験の学習評価の結果は、学生及び保護者又は保証人に通知する。
（修了の認定）
第21条　各科目の修了は、その科目の出席の状況及び試験の成績を勘案して認定する。
　２　　「教育科目履修等認定委員会」において修了したものと認定することができる本校以外での学修は
          「専修学校設置基準の一部を改正する省令（平成11年文部省令第47号）」で定める範囲とする。
　３　　「教育科目履修等認定委員会」の運営の詳細は別に定める。
　４　　一級自動車研究開発学科２学年の全科目について課程の修了を認定した者には、別途定める
         修了証を交付する。

（卒業の認定）
第23条　卒業認定会議の結果、卒業に必要な全科目が一定の基準に達し、出席率良好、性行良行と
          認められるものには、校長が卒業を認定する。
　２　　卒業証書の様式は別に定める。

＜卒業の認定に関する方針＞　（ディプロマ・ポリシー）

学則第１条の本校の目的である

「高度の一般教育と実際的専門的な技術及び理論を習得させ、

新時代にふさわしい健全有為な社会人を育成」に基づき、

社会で活躍できる以下の能力を身につけ、学科の卒業の基準を満た

した者に卒業を認定する。

・ 自動車整備士として必要な自動車整備技術（自動車の基本

構造／点検／整備／故障診断）に関する知識・技術を習得し、

それらを法規および安全に配慮し実施できる。

・ 「自動車やものづくり」に関するホンダの最新技術を理解し、

整備実務や開発実務で活用できる。

・ 社会人としての基礎力を身につけ、相手との円滑なコミュニ

ケーションをとる事ができる。

＜成績評価基準＞　・・・（客観的な指標の算出方法）

① 各科目の学習評価基準
　　　（１）５：特に成績優秀な者
　　　（２）４：成績良の者
　　　（３）３：成績普通の者
　　　（４）２：成績やや劣る者
　　　（５）１：成績特に劣り、不合格の者

② 総合評価平均

　　　　半期毎（前期・後期）に実施の各科目の学習評価点の合計を
　　　　履修科目数で除した平均を「総合評価平均」とする。

③ 総合評価平均順位

　　　　「総合評価平均」の平均値が高い順に並べたものを「総合評価平均順位」とする。


